
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 東京都 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの
期間

平成19年度～21年度（以後も充実
しながら継続）

政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH20事業費）

45,011

45,011

19,895

19,895

22,937

22,937

87,843

87,843

③

日野市ホームページhttp://www.city.hino.lg.jp/index.cfm/6,33951,159,1639,html
市報、チラシ

モグモグ事業
（駅前施設での
子育てカフェ・夜
間学童クラブ事
業）

駅前コンビニ跡を改修し、子育てカフェと夜間の学童クラブ（０歳～小学３
年生）
・駅前の商店街にあるコンビニエンスストア跡を借上げて改装し、地域の
子育て支援に資する施設とする。また、商店街の活性化にも資する。（子
育てカフェ：乳幼児の親とその子の居場所）（夜間学童：児童の勉強の補
習等をサービスに組み込みながら、２１：００頃まで子どもを育成）※いずれ
も食を大切にしている。

おむすび事業（０
歳児～５歳児の
一時保育事業）

０歳児と１歳児～５歳児の一時保育
・親の心理的負担の軽減及び外出等子どもを連れて行けない外出時の
一時的預かりを目的にした一時保育事業。０歳児は施設で、１歳児以上
は自宅等で保育する。ファミリーサポート制度による市民同士の子育て協
力の仕組みにNPOの保育士による施設型の保育を融合させた事業

名称 事業概要

そだちあい事業
（気になる子ども
の臨床心理士に
よる巡回保育支
援事業）

気になる子どもの臨床心理士による巡回保育支援事
業、駅前施設での子育てカフェ・夜間学童クラブ事
業、０歳児～５歳児の一時保育事業（総称：ひのっ子
そだちあいプロジェクト）

日野市

総　　　計

その他特記事項

支援が必要な子どもの保育支援（０歳～小学３年生）
・NPOの臨床心理士等が保育園、学童クラブを巡回し、支援が必要な子
どもを保育士、家庭と連携して子どもの健やかな成長を支援する。

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
市民、民間、行政が一体となって、０歳～小学生の子育てを保育を通して多角的に支援し、子どもを安心
して産み育てやすいまちづくりを推進する。
①「そだちあい事業」 巡回臨床心理士による支援が必要な子どもの保育支援（保育園、学童クラブ
の子ども約１２％が支援が必要な子どもとなっている）
②「モグモグ事業」 駅前のコンビニ跡を改修し、子育てカフェ、夜間の学童クラブを開設（家庭保育、
共働き家庭の支援）※食の大切さをキーワードとし、カフェでは子どもと親のセットランチ、夜間学童では
夕食を提供する。
③「おむすび事業」 施設型保育で３ヶ月児から１歳まで一時保育する事業（ファミリーサポートセン
ターの訪問型保育と連携）

（具体的な成果目標）
年齢等によって途切れることのない保育に視点を置いた子育て支援
①「そだちあい事業」※H19年度から実施
　保育園等で支援が必要な対象者（H19現状）＝１９８名　全員支援
　学童クラブで支援が必要な対象者（H19現状）＝１００名　全員支援
　※H20以降も支援が必要な子どもたちは全員を支援する。
②「モグモグ事業」※H19年度から実施
　子育てカフェ利用者目標数＝親子３，０００組/年、夜間の学童クラブの１施設開設
③「おむすび事業」※H19年度から実施
　　０歳児保育目標件数＝９００件/年、１歳～６歳の一時保育目標件数＝４，０００件/年


